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インフレにおける物価の上昇は、新しいデジタルサービスへの需要とともに、消費者の⽀出
傾向の変化を⾒出せるものである。 
 
これらは⾷費や必要⽀出に対して、その⽣活の新しい需要である余暇やその IoT という新
しい⽣活の必要性とともに、消費者の⽀出傾向が変化していることを理解できるものであ
る。 
 
これらは全ての企業における正しい考察であり、未来におけるさらなる変化は理解するこ
とを提案できるものである。 
 
これらは⽀出の変化は、その新しい現実への⽀出を有すると考える。これらは等しく⽣活⾃
体の変化であり、これらは現状の社会⾰命という現実が、消費者の⽀出傾向の変化を与えて
いると考える。 
 
これらは企業が新しいターゲットともに、⾃⼰製品お開発や提供を求める時、その的確な製
品提供が新しい消費者マインドへの正しい企業選択として可能であると考える。 
 
これらはパンデミックから始まる社会の変化とともに、⽣活における必要性が転換するも
のであり、それに伴う変化は、その必要性の転換とともに、明らかは市場の転換を有するの
である。 
 
これらはグローバリゼーションにおける経済地図がその貿易や為替とともに既存現実から
新しい現実への変化を与えているのである。 
 
これらは消費者における購買変化がデジタル化という現実とともに、ビジネスの現実の転
換を与えているのである。 
 
これらは、企業における変化とともに、はるかに創造に勝るスピードにおける社会転換やビ
ジネスにおける変化が存在することを意味するものである。 
 


